
令和７年度第１回豊田市環境審議会 
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場 所︓豊田市役所 南庁舎 ５階 南５１会議室 
 

会次第 
 

１ 開会 
 
２ 挨拶 
 
３ 議題 
 
（１）第１回豊田市環境審議会 専門部会（脱炭素社会）の審議結果について（報告） 

・・・ 【資料１】 
 
（２）計画改定のスケジュールについて（報告）・・・ 【資料２】 
 
（３）次期環境基本計画等について（協議）・・・ 【資料３】 
   
（４）パブリックコメントについて（報告）・・・ 【資料４】 
  
4 その他 
 
5 閉会 
 
【配布資料】 
資料１    ︓第１回豊田市環境審議会 専門部会（脱炭素社会）の審議結果について 
資料２    ︓計画改定のスケジュールについて 
資料３     ︓次期環境基本計画等について 
参考資料 3-1-1︓豊田市環境基本計画（素案） 
参考資料 3-1-2︓豊田市環境基本計画（概要版） 
参考資料 3-1-3︓豊田市環境基本計画 施策事業一覧 
参考資料 3-1-4︓豊田市環境基本計画 指標一覧 
参考資料 3-2-1︓豊田市地球温暖化防止行動計画（素案） 
参考資料 3-2-2︓豊田市地球温暖化防止行動計画（概要版） 
参考資料 3-3-1︓豊田市地域気候変動適応計画（素案） 
参考資料 3-3-2︓豊田市地域気候変動適応計画（概要版） 
参考資料 3-4-1︓豊田市一般廃棄物処理基本計画（素案） 
参考資料 3-4-2︓豊田市一般廃棄物処理基本計画（概要版） 
資料４      ︓パブリックコメントについて 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

専門
部会

役職 氏名 ふりがな 所属等

会長 千頭　聡 ちかみ　さとし 日本福祉大学　国際学部 学識

自
然
共

生 副会長 渡部　教行 わたなべ　のりゆき 豊田市自然愛護協会
関係

団体等

部会長 杉山　範子 すぎやま　のりこ
東海学園大学　教育学部
名古屋大学大学院　環境学研究科

学識

赤坂　洋子 あかさか　ようこ NPO法人とよたエコ人プロジェクト
関係

団体等

宇井　妥江 うい　やすえ 市民公募
市民
公募

遠藤　隆幸 えんどう　たかゆき 中部電力パワーグリッド株式会社 豊田支社
関係

団体等

近藤　元博 こんどう　もとひろ 愛知工業大学　総合技術研究所 学識

部会長 増田　理子 ますだ　みちこ 名古屋工業大学　社会工学専攻 学識

大坪　瑞樹 おおつぼ　みずき 豊田市自然観察の森
関係

団体等

部会長 谷口　功 たにぐち　いさお 椙山女学園大学　情報社会学部 学識

梅村　良 うめむら　りょう とよたエコライフ倶楽部
関係

団体等

杉浦　正春 すぎうら　まさはる 豊田市区長会
関係

団体等

竹内　徹 たけうち　とおる 市民公募
市民
公募

長谷川　陽一 はせがわ　よういち あいち豊田農業協同組合
関係

団体等

前田　洋枝 まえだ　ひろえ 南山大学総合政策学部　総合政策学科 学識

（下線は令和７年度新任、部会ごと五十音順） 計15名　

令和７年度　豊田市環境審議会　委員名簿

脱
炭
素
社
会

自
然
共
生
社
会

循
環
型
社
会



  

１ 専門部会（脱炭素社会）の審議結果報告 
■開催状況 

回 開催日 議題 
第１回 令和７年５月９日   再エネ促進区域の設定に向けた考え方について 

 
■事務局による再エネ促進区域に係る検討状況 

設定の目的、 
メリット 

・山林の開発等による普及ではなく、自家消費型、需要地近隣での普及を行いた
いことから、促進区域の設定を検討 

・区域設定により再エネ導入が望ましい区域の普及促進が可能 
・促進区域内では、補助金の優先採択や手続き一括特例等が受けられる 

区域設定の考え方 
・国や県の基準で除外する区域や、配慮が必要な区域を除外して設定を検討 
・屋根など自家消費を前提として、需要の大きな地域を区域設定する案を検討中 

設定の時期 ・合意形成には時間を要するため、今回の計画改定に合わせた設定に拘らない 

事業者ヒアリング
結果共有 

・大規模事業者では再エネのニーズはあるが、太陽光発電設備の設置には、非稼
働日の余剰電力の使い道や、屋根の構造上設置できない、などの課題がある 

・促進区域の設定に関しては、コストダウンにつながるのであればありがたい 
 
■結果報告 
【結論】・目的を達成するための区域設定に向けて、対象条件や区域設定の考え方を整理する 

・再エネの促進は、単なる太陽光発電の導入量増加だけではなく、新技術活用、電力需給や産
業振興、農村の課題等も含め引き続き検討する 

 
【主な意見】 
（１）対象条件や区域設定の考え方 

・促進区域の設定により、景観が損なわれる場所や、危険を感じる場所への設置抑制につながるこ
とが期待できる。 

・市街地などの電力需要の多い地域では、売電を行うことも可能であり、自家消費型に限定する必
要性は低いのではないか。 

・将来電力需要が増加すると考えられる地域を促進区域とし、再エネニーズのある電力需要家を呼
び込むことで相乗効果が得られるのではないか。 

・工場では建物が古く、構造上、既存の太陽光発電が設置できないところもあるが、2030 年度を
視野に検討するのであれば、ペロブスカイトなどの普及も見据えて設定すると良い。 

・補助金優遇などの恩恵を一部の地域だけが受けられるのは不公平感があると感じる。 
・住宅は促進区域のメリットも小さく、ZEH の普及などで、太陽光発電設備の設置は進む。 
・電力需要の大きい工場だけでなく、業務系の建物でも設置を促進すべきと考えるのであれば、そ

こを含めて促進区域として設定することが妥当ではないか。 
・「何㎡以上の屋根は促進区域とする」という区域設定もシンプルで分かりやすい。 
・公共施設や公有地については、区域設定の有無にかかわらず、促進すればよい。 

 
（２）太陽光発電の導入量増加に向けた課題等 

・売電しても、自家消費でも、太陽光発電の導入量が増加することで昼間の電力供給が増えること
は変わらない。蓄電池や水電解で水素製造するような、電力需給の調整ができる仕組みの普及が
必要。 

・山村では農地が耕作放棄されていると聞くが、それらの場所に太陽光発電が導入されてしまうの
は、住む人の気持ちや景観の観点など、複雑な想いがある。 

・電力を無駄にしない手法として、スマートグリッドや自営線の設置もありえるのでは。 

資料１ 



２ 計画改定のスケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

環境審議会

作業部会

事務局（策
定作業）

事務局（市
民・事業者
等意見聴
取）

令和6年度

第１回
環境審議

会
（5/17

）

第２回
環境審議

会
（8/2）

• 審議会の運営につい

て

• 計画進捗状況・社会

環境変化

• 環境基本計画等の改

定方針

• これまでの取組評価

• 強化すべき取組案

• 計画のイメージ（案）

• アンケート調査計画

• ワークショップ実施

方針

第３回
環境審議

会
• 環境基本計画

素案の審議

• 今後のスケ

ジュール

循環型部会
会（6/27）
脱炭素部会

自然共生部会
（7/8）

循環型
部会
（2/20

）

現状と課題の整理

• 社会・環境の動向

• 豊田市の現況

• 関係法令や国際情勢、国・

県の動向調査

• 温室効果ガス排出量の増

減分析及び将来推計

• 再エネ導入ポテンシャル

等

計画骨子の作成

・計画の基本的考え方

・基本方針

アンケート調査

• 調査票作成・準備等

随時情報収集

ワークショップ

• 企画・準備等

アンケート調査実

施（郵送、WEB

等）
ワークショッ

プ

開催

将来ビジョン・目標設定

• 将来像の検討

• 脱炭素シナリオの検討

• GHG削減目標の検討

• 目標達成に向けた施策

の方向性の設定 等

計画素案（中間版）の作成

・施策体系（事務局案）

・計画構成イメージ

と
り
ま
と
め

計画素案（最終版）の作成

・施策体系（案）

・計画記載内容

事業者等意見の把握

• ヒアリング調査

• 意見交換会 等

• 施策・取組内容の検討・調整

• 指標の設定

• 計画の進行管理手法の検討

等

循環型(1/17)

脱炭素(2/3)

自然共生
（2/4）

脱炭素
(11/11）自然
共生(11/12）

循環型
（11/15）

資料2

1



令和6年度
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

環境審議会

作業部会

事務局（策
定作業）

事務局（市
民・事業者
等意見聴
取）

令和7年度

令和7年度
第１回

環境審議会
（5/19）

第２回
環境審議

会
（9/29）

• 環境基本計

画素案の審

議

• PC前承認

• PC意見への

対応報告

• 答申（案）の

承認

• 前年度進捗

評価

答申（10
月中旬）

専門部会
（８月上

旬）

素案の作成

・環境基本計画素案

・温暖化防止行動計画素案

パブリックコメント（PC）

• 準備等
PC実施

計画の作成

・審議会意見踏まえたPC前

の修正

と
り
ま
と
め

計画（最終版）の作成

令和６年度
第３回

環境審議会
（3/14）

• 環境基本

計画素案

の審議

• 今後のス

ケジュー

ル

議会上程

（12月）

印刷・製本・配架準備

• PC意見への

対応報告

• 答申（案）の

承認

• 前年度進捗

評価

脱炭素部
会（5/9）
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３ 次期環境基本計画等について 【資料３】

対応方針ご意見

事業として「非化石価値（グリーン電力証書、Jクレジット）等
の活用促進」を推進してまいります。
また、ご意見を踏まえて「とよたゼロカーボンバンク」の普及啓
発を目的としたコラムを記載することを検討しています。

豊田市としてのクレジットを発行する議論はしていないか。エネ
ファームをまとめて販売し二酸化炭素排出削減量を環境価値化して
いるような自治体もある。計画にそういった記載がされると良いと
思った。

生活環境は最も古くから取り組んできた基礎的な内容、ウェル
ビーイングの基盤であることも踏まえ、一番下に据えたい。
また、社会潮流などを踏まえ、現在の順番で表示したい。

「４分野の取組」に優先順位はあるか︖
例えば、生活環境は基盤となるため、一番上に持ってくる、などの考
えがあれば、順番の入れ替えをすることで伝えられるのではないか。

土台として「人と自然」があり、それらを守り育てる取組として
４分野の取組があり、それらを共働により推進することでめざす
環境像を実現するというイメージとしたいと考えています。

（４分野の連関イメージ図について）
・4分野は並列でも、ウエディングケーキモデルのように、自然の上
に乗っているイメージである。
・考え方は様々あるが、表現として土台から上にあがっていくものと
整理することで、市民の理解にも繋がるものとなるのではないか。
・第1象限が自然共生、第2が気候変動、第3が循環型社会、第4は生
活環境とすると人と自然にやさしいまち・とよたを2つの手段で対策
するイメージとなるのではないか。

ため池に限らず様々な公共用地の利活用という観点で記載を検討
しておりましたが、ご指摘を踏まえてイラストから削除いたしま
した。

地球温暖化防止行動計画素案のP14、2050年の豊田市のイメージ
「ため池への太陽光発電設置」はどこで決まったのか。この方針が一
人歩きするのは好ましくない。

農業分野、生物分野など多岐にわたり、生活環境とも異なること
から「気候変動への適応策」としての位置づけのままとしたい。

地域気候変動適応計画の取組みは、環境基本計画の基本方針1（これ
までは4とされていたが）生活環境の中に入れるのが良いのではない
か。

【前回から更新したポイント】
・令和６年度第３回豊田市環境審議会及びその後に委員の方よりご意見のあった事項に関して修正を行った。
・次期環境基本計画等に関して庁内照会を行い、施策事業一覧及び指標一覧を作成した。



３ 次期環境基本計画等について 【資料３】

【本日ご議論いただきたい内容】

・これまでの意見等への対応や、各計画全体について、修正すべき点、議論しておくべき事項があればご指摘いただきたい



【概要】
豊田市環境基本計画等の改定を行うに当たり、その素案及び概要版を公表し、広く市民から意見を募集する。

４ パブリックコメントについて

１ 資料閲覧・意見提出期間
令和７年６月１６日（月）〜７月１５日（火）

２ 資料閲覧
ホームページ、環境政策課、循環型社会推進課、市政情報コーナー、各支所・出張所、交流館、環境学習施設

３ 対象計画
・豊田市環境基本計画（案）
・豊田市地球温暖化防止行動計画（豊田市地域気候変動適応計画を含む）（案）
・豊田市一般廃棄物処理基本計画（案）

４ 周知方法
ホームページ、広報とよた６月号、エコット通信６月号

５ 結果公表時期（予定）
ホームページ 令和７年１０月頃
広報とよた 令和７年１０月号

【資料４】


